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(1) 

𝑓(𝑥) = |𝑥2 − 1|, 𝑔(𝑥) = 𝑥2 − 2𝑎𝑥 + 𝑎2とする。条件により、𝑓′(𝑥0) = 𝑔′(𝑥0)であるから 

|𝑥0| > 1 とすると 2𝑥0 = 2𝑥0 − 2𝑎 𝑎 = 0 𝑎 > 0 であるから、不適。 

|𝑥0| < 1 とすると − 2𝑥0 = 2𝑥0 − 2𝑎 4𝑥0 = 2𝑎 ∴ 𝑥0 =
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以外の、𝐶1と𝐶2の共有点を調べる。𝑥2 − 1 = 𝑥2 − 2√2𝑥 + 2 とすると 
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𝐶1と𝐶2で囲まれた部分を図示すると、右図の通り。 

 

求める面積は 
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